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籲所在培：羽衣町 1 丁目（日本自動率学校北東側） 
鲁值立：昭和10年（昭和22年再建) 
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羽衣町 一丁 B、 日本¢1動車学校の北東鲴に中央線を横切 
る「野沢の踏切 J があります。かつてこの付近は寂しい松 
林や畑ばかりで欽逍事故が多く、この踏切は「魔の踏切」 
と呼ばれていました。昭和九年、人工職の房宗弥造さんの 
お弟子さんがこの踏切で事故に遭い、亡くなりました。そ 
の供養のために房宗さんが発起人となり、翌年、ここに交 
通安全祈願の「発心地 a」 が祀られました。 

昭和二十年四月に立川を襲った空典で、このお地蔵さま 
も戰災にあわれました。昭和二十一•年、房宗さんと有志の 
方の芋で再建されたのが現在のお姿です。 

曙町と羽衣町の境にあるこの踏切は、近年ますます交通 
最が増えています。日に幾度も降ろされる遮断機を、小さ 
なお地蔵さまは、昔と変わらぬ眼差しで見つめています。 

立川民俗の会£玲子さん•談 




























■ Hfc 男司 

1947年生れ、50才〇 
关術学校を半菜後、ィ 
ラス トレーターと して 
活蹌していた好 ft さん 
は • 以前から 1 ■ガラス_ 
という索 H に tt せられ 
ていた。ガ•ブスの食雄 
を W 雔ゃ磁器と W じよ 
うに r 日本の生活 
溶けこませたいと、現 
在の轚作スタイルを# 
案したのは10年ほど 
論。この进一本に女ち 
2年苹になる。 

离士拓町2丁 B に 
奥さまと爱猫「柚エ斯 
nj の=人»し” 
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ガラスを彫る人 



何の変哲もないガラスの器に、 
野島勇司さん{富七見町2 丁目) 
は絵柄を「彫」る。 

観賞用ではなく、食器として 
暮らしに息づかせたい、そんな 
想いで作品を手掛ける野岛さん。 
だから、自分のしていることは 
「芸術」ではない、といぅ。 

でも、眺めたり持っていたり 
することで、幸せな気持ちにな 
るモノを創る人を、「アーティス 
卜」と呼ばずして何と呼んだら 
いいのだろぅ。 

野烏さんは、アーティストだ。 























♦大澤清（おおさわきよし）：明豕 ：9年3月生、生っ粋の立川人-昭 
和 32年、明治大学を卒業後、音饗器梅 金社に就瞄その後，証券会社に 
移り、平成6年に定年退職,人間の 本 H 的な在り方を見究めたいと宗教 
哲学を学ぶことを決意し、今春、 東京都立大学哲学利を受験，見步食格 
した。来年はさらに大学陕への受験を 汴谲している登山、洳外旅行な 
ど趣味も多く、立川市シルバー人« 隹ンターではかつての経软を生かし 
た活動を行うなと、第三の人生を アクティブに生きる••万年#年”0 
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アムス株式会社 
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♦内 藤裕子ぬいとうひろこ） 

琪负プランナー巨臼す谰初大生泛枓#說际昭 
和60年.去荦名大佬士 HffSB 丫 財请货文化研究所 
研究 n 浮を进て.平成ガ拓..有£ち之こともの®祺 
研芄所沒立.体玆学明和 SE 念公匯での “7— クシ 
. 、ず .名動など子供の苗から兑た公说つぐり • m 
つくりを朵本アーマ； r 研?^行っている拿访に u ラ 
イターとして致料.趴寰に枣加.柴了 §在也 


首都圏に拡がる 

とみん銀行 


* らしに、事業に 
お役に立つよう 
努力しています。 


gKairai 



，た，々, 

あなたがゐて、立 JII があります口 




そこにちょっとだけ、えくてびあん！ 

リストのお店にはいつでも、えくてびあん！ 

I 

今月は華町.柴两町 (A 卜 《町 • 若雲町.砂 川 町の お 店です《 
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月刊えくてびあん一立川と語ろラ • 立川に生きよう 
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でい•♦のモ癉了.思わす笑みケこ i,fr てしまう • 

この“店 W えのないか丨ブチ•フルール！ (4 u もともと 
が®®茶有贫む小林正淘さんめお liiviv お宅を新浓する 55* 
に大きなリビング4 S けた'かこの辺り U ゆ.く • 丨と-くつ 
ろげ杳店がないことから. P ウチが#め, I みよう J (小林さん 
と実垠させてしま-たのた砂川.地 c 百年上：;上任く小4 


1治さん.自宅の麟 * 鱗放するというこの背 
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自宅の居間をティールームに開放。 
本格手づくりのランチとケーキを 
「お友達の家で…」感覚で楽しむ 


東京都立大学哲学科1年生 


mm 1丁目にお炷まいの大澤请さん 
は. 今年64崚になる_証券会打を定年で 
退職したのが4年前。そして今年の舂 
大澤さんは受験に含格したそう、大澤 
さんは現在哲学を専攻する“大学1年 
生”なのだ。さらに来年には宗教姐学を 
修めようと.大学院受験に挑戦すること 
も針画しているという多くの人か I 定 
年後：の間題を指え悩み苦しむ中で、大 
;军さんは軽やかに次のステブへと移行 
する:，何ともワクワクする話で U ないか。 
登山.旅 e そして哲学たくさん 
やりたいこと”を次々と芙践してゆ 
わり者扱いされてしまうとは本人 
) 弁だが話が進むうちに実は大澤さ 
レの生き方の方がずっと当たり前」だ 
I ® じてくる。その証拠に大漂さんの陵 
その辺の若造 x •、兎。な-ても傲わな 
らいの丨輝き」に;尚ちているのだ. 


1時間⑪ 

大澤清さん 


たら ビ ックリ してました e 
内醣私は非常勒で短大の講師を 
しているんですが、授菜中にも閑 
らず平试でお化粧を直してたり 
(笑 r 今の学生の姿に驚いちゃう 
時があるんです e 

大澤僕も•ジユ—スを机に匱い 
て講義を受けてるのがいたのには 
駑いたなあ(笑)。まあ、我々の若 
い頃と似たり寄つたりのと ころも 
あるんで しようけ ど。僕の「同級 
生」は、ほとんどの子がこの前ま 
で高校生だ〇たわけですから、ま 
だ本気になってないんでしよ、っね。 
でも、 楽しく やつていますよ。昔、 
ft の講師をや〇てたこともあるん 
で、若い人と¥のも全然苦じゃ 
ないんでサ1:め恁見を梵棟したゅ 
して®さつきの話ではないんです 
が、すでに「センセィ」なんてあ 
だ名までつけられちゃって〈笑0 

自分の目線をず一っと.卜に，若く 
持っていってね。 

内藤大潘さんは定年でお仕事を 
一区®〇されて"それからまた" 
大学まで行って勉強し ようとされ 
ている。そのエネルギーはどうい 
うと ころから生れてくるんで しよ 
うか。 

大澤使は若い頃から「苦と间じ 





内曄今日はいつもの立井が都合 
がつかず、私が代理で やつて 参り 
ました。 大澤 さん"どうぞよろし 
くお頃いいたします分 
大澤こちらこそ"よろ^ 

内藤先ほど、ご挨拶をさせてい 
ただいた時に気がついたんですが、 
大渾さん、とても良いお声をされ 
てい* W 4- よね。 

大渾実は大学の頃、合唱01に入 
つてましてね。実»、歌手になら 
ないかつて誘われたこともあるん 
ですよ ( S 。 

内曄お声を聞いた時、六十を ie 
ぎた方だとはとても思えませんで 
u^o 

大灞声がね、前に出ているうち 
ii 健庚だなクて悤づてるんでずゃ 
内藤いかがですか" M ® 目の学 
生生活は。 もう授 * は 始まつてる 
んで しょ > り。 

大渾ええ、すでに三回ほど講義 
を受けました。最初、教室の場所 
を迷つてしまつて 学生に訊ねたん 
です よ。そうしたら 「先生のくせ 
に 知らないんですか •つて 言われ 
ちやつて{笑)。 

内藤先生と問違えられてしまつ 
たんですね <秀。 

大渾後は学生なんだよつて言つ 



sv ^ i ? JI >， 


心を贈るお中元 

\ 



考えは持たない」ということを心 
掛けてたんです。確かに固りと一 
緒に、同じレールに乗つかってい 
けば楽なんですが、でも自分はそ 
、っはならないぞつて。だからどう 
も刷囲から見ると，風変わりとい 
うか「変な<1と思われてるみた 
いなんだな。異いです(§。 
内藤赛ってる人とか。 

大澤ええ"でも使がやっている 
ことは自分できちんと理屈づけが 
できることだから"ゥチの者に言 
わせると「まだ酢せる範囲内」だ 
そうですよ。 

内藤許せる範 a 内ですか(笑)。 
でも多くの人が、いわゆる定年後 
の人生について考え込んでしま0 
たり，路頭に迷ったりしている例 
を聞きますよね。 

大灤そうですね、本当に定年と 
いうのは切実な問®です。人生の 
大 t - をかけていた仕！ f から"いき 
なり放り出されるわけですから、 
€人はたくさんいるねえ…。 
内藤班悪のヶ—スになると"自 
ら命を絶つてしまう方もいる■"そ 
んな「定年=終わり」というィメ 
—ジが強い中で、大澤さんほど鮮 
やかに、新しい生き方を見つけら 
れる例 a 少ないと舉っんですが。 
大澤考え方としては「自分‘と 
いうものを確実に持〇ているかど 
うか、そこがポィントだと思うん 
ですね**仕亊や会社といつたもの 
を基準に考えるのではなく/; B 分 
自身の在り方を見つめるというこ 
とでしようか。自分を振り返って 
みるということは"人生の中の 
，必翼件」だと唇っんです。でも 
現代は、中々それができにくい杜 
会の仕組みになつているからね。 

内藤大渾さんがこれから大学で 
哲学を学ぼうとされているのも" 
ぞ办 Tgli $;4 rrm ヴ办釦 jt : い 、*?'0 
とにつながるんでしよ、 

大澤 i のきっかけは鈴#拙 
の本に出会〇たことなんですが、 

供が研究しようと思っているのは 
r 宗教 U なんです。€、ある 
いは現代を生きる人にとつて、と 
ても£要な分野ではないかと感じ 
たんですね。五年かかるか、ある 
いは十年かかるかは分かせん 
が、本 S をつかめるまでは深めて 
いきたいですね。 

内藤十年で^&! 

大渾そんなに/9単にわかるとは 
思ってませんから6今はまつたく 
の入 □ ですが、そのぐらいかけて 
でも、やってみたいですねえ。僕 
は定年まで証券会社にいたんです 
が、中にいた時につくづく「汚れ 
た世界だなあ」と感じていてね。 
それはどんな味紫にも共通してい 

ることなんですが「梭」がまかり 

通っているでしよ、っ、 IH : の中には。 

内藤ええ。私たちも大なな 

り"それを S めてしまつています 

よね。でも物事を円滑に進めるた 

めにつく哝もありますよね。咤も 

方便とい、孓。 

大澤方便でいるうちなら可愛い 

もんですが、 W かを曲げてそれが 

S 々とまかり通つている。そこで 

生きていくのは辛いことですよ、 

どこかが歪んでいるわけですから。 

俟は宗教哲学を学ぶことで、そん 

な世の中にあ〇て、人問はもつと 

楽に生きることができるんじやな 

いかと〇その気持ちを多くの人と 


共有できたらいいなと"そんなこ 
とを-! - I マに多✓足てるんですね。 

内藤私は仕事で若い人と接する 
機会が多いんですが、さらに幼 la 
期の子供たちを対象にいろいろな 
研究活動をしているんですね。そ 
の中で®じるのは、どんなことで 
も子供に「強制」する親が多いと 
いうことなんです。自由工作をひ 
とつ作るのにも，親が脇でこうし 
なさい、ああしなさいつて言つて 
て。 

大澤ははあ、自分の(親の)ぺ 
1スにを分わせようとしてし 
孝っわけですか。 

内藤ええ。そうすると主 
生まれません。 r ®" U と fa 
いながら、実はまつたく逆の方向 
に子供たちを向かわせているんじ 
やないかなと思う時があるんです。 
先ほどの大澤さんのお話に、自分 
自身を見つめるということがあり 
ましたが、それは言いかえれば 
「自！^育てていく」ということで" 
定年をむかえた人ばかりではなく、 
小さい子供や親たち"すべての世 
代に？足ることではないかと。 

大渾そういうふうに B っていた 
だけるのは*とても栢しいですね。 
内藤いろんな嫌な犯罪も、どん 
どん S 年齡化してますでしょう。 
何か苦い人たちの中に，本気にな 
れない空気、确めてしまう空気が 
i しているような気がします。 
大澤それは逆に1111大人の 
方が既に世の中に対して、諦めて 
いるんでしょうね。具体的に Bo 
てしまうと、企臬や官庁の榷成主 
義、それに無意識に従つてしまう 
恶い意味での勤労者»神•そうい 
うものが大つ棣いなんですよ、侏 
は。人問を*牲にして成り立つ社 
会はおかしい。 ， o 一分一を捨てては 


いけないんですね。そういうこと 
にしつかり「 N 0」と a えるよう 
に、学間を通じて、もつともつと 
深めていければいいなと考えてる 
ところです。 

内藤大澤さんが「老い」とは全 
く速いところにいられる•その理 
由がわかつたような気がします。 
ところで大泽さんは旅行や登山な 
ど、たくさんの趣味を持たれてい 
ると何〇たんですが、やはりお若 
い頃から練けられてきたんで V *。 
大澤そうですね。山はね’大学 
の時、北アルブスを十日問で斑走 
したんです。それが山 f を始め 
るき〇かけでした U 今もね、女房 
といつしよにいろいろ出掛けるん 
ですよ。 

内藤奥 さまも ごいっしょですか。 
それは素明らしい(笑 n 太#さん 
にとつて山の魅力は"どういうと 
ころにあるんでしよう。 

大澤やっばり^だね，自然の 
美しさに触れられるということ。 
それと、だんだん山登りをしてい 
て「哲学」を感じるようになつた 
んです P 

内藤£と^^ですか？ 

大澤ええ。そんなことを考えら 
れるようになるまで"ずいぶん時 
間がかか〇てしまったんですが。 
最初の頃は、山なんて登って降り 
てくるだけのもんだと思ってたん 
だけどね，だんだん袭をとるうち 
に「ここまで来たか」〇ていう感 
党が大事に思えてきて。签取山に 
登った時に、思わずへダな歌を泳 
んだんですよ。「山入りてひとの心 
は： m を想っ」なんて <笑)。 
内曄頂 h に到達してみて、初め 
て^一の自分を知るつてことなの 
かしら。 

大澤山は—ですよ(笑}。 





工房から 

先日、立川の空に虹が現われた。 
その日は夜のニユ—スで報じられ 
たくらいだつたから、「§」を目 
にした方も多かつただろう♦外出 
から工房へ塥る途中、なにげなし 
に來の空を見上げて、思わず「あ 
つ」と叫んでしまつた。こんなに 
大きな虹は何年ぶりだろう。さ〇 
そく工房にいる人間に知らせたと 
ころ’それぞれの反応が da 白かっ 
た。とりあえず窓の外を眺めて 
「ああ、出てるなあ」と5う者 。 R 
の前の仕事に樂中して席を立とう 
ともしない者。様々である♦さて、 
今月の§は本誌垢集人•立并で 
はなく •内#^チざんに pfli き手を 
担当していただいた。内藤さんは 
主に「子供の立場に立った街づく 
〇」をテ—マに研究活動を行って 
いるブランナ—である。日頃、 
子供たちと接する機会が多い内藤 
さんが、定年を過ぎて尚、更に自 
身の人生を深めょうと大学の門を 
叩いた大澤さんと語る。话が進む 
につれ、だんだんと世代の差を超 
えた r 何か」が見えて くるょう な、 
そんな対談になった ♦ 終了 18 ]際、 
内藤さんは大澤さんに、いつまで 
も若々しくいられる1を訊ねた。 
大 if さんの答えは「どんな小さな 
こと1*も感動できる心を持ち統け 
る こと」。それは正に、内#さんが 
子供たちに伝えていこうとしてい 
るエッセンス"そのものであつた 
という♦あの日の虹を大澤さんは 
ご K になつただろうか。そして立 

川の子供たちは、あの虹を見てど 

んな反 f 示したのであろ、 r ^。 


_:? f 紙|切»;轤「2と鱸鉍」遑雇須 A»T 

瓤：-汶田 iW 小林 tk 史® IIII 1 内»橹子 

^ eekfll 山田瓛子 

cf ) 中村伸五来余平 


雲外蒼天 


「 S 外に t 天*り」といぅ。 
睹雲の外に出れば、蓊穹〈あお 
ぞら)は広く、お日さまも照り* 
あたたかい。 

S は"さまざ i な障 S や^ 
みの意 uwil を乘り：®え、努力 
して*眼すれば、快い*空が望 
め.るといぅ. t 味。 

艳 5 H してはいけないという歃 
励の5策。 

间意語に-;冬来たりなば、 
i からじ」がある。 
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四十年®のこの辺(钸町> は|や*畑が 
広がつていて、_されていない私の家の前 
をパスが通つていました。すぐに息 r ^? ちが 
• f れ、かつての細郵簡の近くに公 Bd があ 
つて、私の家の二陪から-^の遊んでいる姿 
が見えて安心したものです*ある日、トラッ 
クで砂場に砂が運ばれてきました。$達が 
ヮーッと f つてきて大活躍。その時の有り 
樣をレリーフに作り、石脅にして上野の笑術 
展 fMJ に出品"その後、二十年以 L 経 
つてブロンズにしたのがこの作品です。今は 
家が i £ ち並び、 チ 供遂の 遊ぶ場所も^^ なつ 
てしまいました。これからの子供連の W 風® 
となる_ を残しておきたいものです。 

{形勢氷} 


私の 立 川原風景 第 十一 回吉_ひろ(錦|«/> 















